
米国のZマシン核実験および未臨界核実験
米国は、1997年以来、地下核実験を行うことなく、備蓄核兵器を維持する
ために、核爆発を伴わない未臨界核実験を実施している。さらに2010年から
は、強力なX線発生装置Zマシンで、核爆発に近い環境下でのプルトニウムの
挙動を調べるZマシン核実験を始めた。2020年12月31日現在までに判明
している両実験を以下のリストにした。とりわけ、Zマシン核実験に関する
2015年以後の情報は不十分である。
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※オーボエ8とオーボエ7は逆の順序で実施された。末尾の（　）はそれぞれの実験を担
当した国立研究所の名前。（　）付きの実施日は、米国の国家核安全保障管理局（NNSA）
の発表でなく、メディア、研究機関の取材、照会でわかったもの。

第1回 10年11月18日 (サンディア国立研究所） 
第2回 11年3月31日 (サンディア） 
第3回 （11年9月22日） (サンディア） 
第4回 （11年11月16日）(サンディア）
第5回 （12年5月17日）（サンディア）
第6回 （12年8月27日）（サンディア）
第7回 （12年10月3日）（サンディア）
第8回 （12年11月7日）（サンディア）
第9回 （13年5月15日）（サンディア）
第10回 （13年9月12日）（サンディア）
第11回 （14年9月4日）（サンディア）
第12回 （14年10月3日）（サンディア）

●Zマシン核実験

●未臨界核実験

第1回 97年7月2日 「リバウンド」（ロスアラモス国立研究所）
第2回 97年9月18日 「ホログ」（ローレンス・リバモア国立研究所）
第3回 98年3月25日 「ステージコーチ」（ロスアラモス）
第4回 98年9月26日 「バグパイプ」（リバモア）
第5回 98年12月11日 「シマロン」（ロスアラモス）
第6回 99年2月9日 「クラリネット」（リバモア）
第7回 99年9月30日 「オーボエⅠ」（リバモア）
第8回 99年11月9日 「オーボエⅡ」（リバモア）
第9回 00年2月3日 「オーボエⅢ」（リバモア）
第10回 00年3月22日 「サラブレッド」（ロスアラモス）
第11回 00年4月6日 「オーボエ4」（リバモア）
第12回 00年8月18日 「オーボエ5」（リバモア）
第13回 00年12月14日 「オーボエ6」（リバモア）
第14回 01年9月26日 「オーボエ8」（リバモア）※
第15回 01年12月13日 「オーボエ7」（リバモア）
第16回 02年2月14日 「ビト」（ロスアラモス、米英共同実験）
第17回 02年6月7日 「オーボエ9」（リバモア）
第18回 02年8月29日 「マリオ」（ロスアラモス）
第19回 02年9月26日 「ロッコ」（ロスアラモス）
第20回 03年9月19日 「ピアノ」（リバモア）
第21回 04年5月25日 「アーマンド」（ロスアラモス）
第22回 06年2月23日 「クラカタウ」（ロスアラモス、米英共同実験）
第23回 06年8月30日 「ユニコーン」（ロスアラモス）
第24回 （10年9月15日）「バッカス」（ロスアラモス）
第25回 （10年12月1日）「バローロＡ」（ロスアラモス） 
第26回 （11年2月2日） 「バローロＢ」（ロスアラモス） 
第27回 12年12月5日 「ポルックス」
第28回 17年12月13日「ベガ」
第29回 19年2月13日「エディザ」
第30回 （20年11月）     「ナイトシェードA」
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